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臓器重量も Meg1 マウスが有意に近い値を示し，これらは Meg1 マウスだけが持つ特徴である。 
２） 血漿生化学値の比較では，Meg1 マウスでは BUN 値が小さく，中性脂肪，インスリン，アディ
ポネクチンが高い値を示した。レプチンは対照群と変わらなかった。糖負荷試験とインスリン負荷試験
の結果，高血糖の発現と血糖降下の遅延が認められ，耐糖能の低下が認められた。この傾向は高脂肪飼
料で増強された。Meg1 マウスでの糖尿病発症率は普通飼料では 11％，これに対して高脂肪飼料では 60％
と高い発症率を示し，発症率には高脂肪などの食事性の因子が関与することが示された。 





















徐々に体重増加が遅延し、その差は大きくなった。肥満度の指標である BMI や臓器重量も Meg1 マウス










 以上、本研究は Meg1 マウスが従来の糖尿病モデルマウスとは異なる特徴を持ち、ヒトの２型糖尿
病のモデル動物として有用であることを明らかにしたことから、今後２型糖尿病の病因解明や治療法、
予防法の確立に貢献するものとみられ、本論文は博士（農学）の学位に値するものと判定した。
